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日本の春の季節進行と童謡 ･唱歌,芸術歌曲にみられる春の表現
一気象と音楽の総合的な学習の開発に向けて-
加藤晴子 (くらしき作陽大学音楽学部)･加藤内蔵進 (岡山大学教育学部)
学校教育では,教科の枠組みをこえた総合的な学習が注目されている｡本研究では,気象と音楽を総
合させた学習について考察した｡気候や風土等の自然環境はその地域の音楽文化と深い関わりをもつ｡
従って学校教育では,気象を視点として,気候などの自然環境と音楽作品の背景にある文化的要素を関
連させた学習を行 うことが可能であると考える｡これまでの研究で, ドイツの春の気候 と歌曲にみる春
の表現の関係について明らかにしてきた｡本研究では,日本の春の一気侯 と歌の関係を取 り上げて考察す
る｡まず,日本の童謡 ･唱歌および芸術歌曲の中の春を歌った曲にみ られる音楽表現について分析 ･検
討を行い,次に春の表現と最も深 く関係する季節進行過程について考察 した｡それらの考察結果をもと
に,′J､学校と中学校における音楽と気象を総合させた学習プランを提示した.
キーワー ド:香,気候と音楽,音楽表現,気候系の季節特性,総合的な学習
I.はじめに
今日.学校教育では ｢総合的な学習の時間｣が注
目され,教科の枠組をこえた教育実践が数多く試み
られている｡そこで本研究では,理科と音楽を連携
させた総合的な学習について考えたい｡どの音楽作
気候などの自然環境の理解
(理科)
品にも,その背景に当該地域の気候や風土などの自
然環境が存在する｡それらは音楽の生成や表現に密
接に関係するものである｡このことから,学校教育
では,音楽に表された事象とその背景にある気象を
関連づけて捉える学習が可能ではないだろうか｡
音楽作品の背景にある文化的要素の
理解を踏まえた音楽の総合的理解
(音楽科)
気象をKeyとした連携
本研究の着想:理科と音楽科を連携させた総合的な学習
さて.これまで行ってきたドイツの春の気候と歌
曲にみる春の表現に関する研究 1)では,気候環境が
歌曲の音楽表現に与える影響の中でも,特に5月頃
に見られる気温の急上昇や日射量の増加などの季節
遷移が人々の感性に大きく関わる要素であることを
指摘した｡また,歌曲の分析を通して,春の表現を
担う中心は旋律よりもむしろピアノ伴奏にあること,
および春に関する表現は大きく2種に整理できるこ
とを述べた｡そこで本研究では,それらの研究結果
をもとに日本の気候と童謡 ･唱歌および芸術歌曲の
中から春を歌った曲を取り上げ,音楽表現と気侯の
関係について考察する｡
春を歌った童謡 ･唱歌や芸術歌曲をみると.歌詞
では,花が咲く‥島がさえずる等の自然現象が歌わ
れたり,自然現象に合わせて人の心の動きや行動が
歌われているものが多い｡そこには日本特有の季節
感が現れている｡ところで,東アジアは,夏,冬の
アジアモンスーンの影響で中緯度地域の中でも独特
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な気候となるばかりでなく,例えば梅雨を挟んで多
彩なステージを伴うような季節遷移過程も見られる
(例えば,大和田(1994),松井 ･/｣､川 編(1987)の教
科書や,加藤(1997,2002,2004a,ち)の解説等 を参照)0
そこで本研究では,まず童謡 ･唱歌および芸術歌
曲にみられる春の表現を整理する｡その上で,春の
表現と最も深く関係する季節進行過程について検討
する｡それらの考察結果をもとに,気象と音楽を総
合させた学習プランを提示したい｡
Ⅱ.童謡 ･唱歌と芸術歌曲にみられる春の表現
1.童謡 ･唱歌について
曲中,四季を素材とした曲が 94曲 2)あり,その中
で春を歌った曲が49曲と最も多く,夏が 16軌 秋
が12軌 冬が12曲,複数の季節のものが5曲であ
る｡
ただし,春といっても,3月から5月にかけての
気象状況の季節的遷移は大きいため,人々の春に対
する感じ方も大きく異なる｡童謡･唱歌においても,
春の季節進行における様々な光景が歌われている｡
そこで表 1に,それらの中から二十四節気に対応さ
せて春の曲を例示し,音楽的な特徴を示す｡また,
併記した季節の特徴については,詳細を後述する｡
なお,表 1は飯田(1993)も参考にして作成した｡
童謡･唱歌をみると季節を素材としたものが多く,
その中でも春を歌ったものが多い｡『日本の唱歌･明
治篇』および 『日本の唱歌 ･大正 ･昭和篇』と 『日
本童謡百曲集』(その一一その三)をみると,全510
表 1 二十四節気に対応する童謡 ･唱歌にみる春の歌
二十四節気 季節の特徴 曲例 春を表す言葉や素材 春を感 じさせる響き,リズム,フレーズ等
花が始まるo 林柳波 (詩)井上武士 (曲)文部省唱歌 ･鴬が暗く 律に動きを与えている (譜例 1)o
雨水 一雨毎に暖かさが増 してくる○ 『春よ来い』 ･春を待つ幼子の呼び 幼子の呼びかけがそのまま旋律に
各地で春一番が吹き,木の芽が膨 ら 相馬御風 かけ なっているC愛らしく印象的 (譜例
むo一方で冬型も現れやすい凸 弘田竜太郎 ･菅が膨 らむ 2)o
啓塾 冬ごもりをしていた生物が活動を 『あわて床屋｣] ･水辺を動き回る蟹 伴奏の 8分音符による刻みは蟹の
始めるC 北原白秋山田耕搾 鉄の音を摸 し,川辺のどかな雰囲気を思わせる (譜例 3)Q
春分 豪雪地域でも次第に積雪深が減少 『春の小川』 ･さらさら流れる小川 伴奏の音型が小川のせせ らぎを思
し,冬型の気圧配置が緩むo 高野辰之 ･川岸に咲く圭,蓮華草 わせる (譜例 4)Q
高い太陽高度での日照時間の増加Q桜の開花が始まるo 岡野貞一文部省唱歌 の花
清明 気温の上昇が特に大きいQ 『春が来た』 ･鳥が暗く 詩に合わせ旋律も問いと応答の形
周期的な天気変化が卓越D 高野辰之 ･花が咲く をとるo｢山に来た｣以降の辞の畳
関東以西ではソメイヨシノが花盛 岡野貞一 み掛けにも旋律が対応C単純なリズ
りとなるQ 文部省唱歌 ムの中にも春を待つ気持ちの高揚が感じられる (譜例 5)a
穀雨 日射が更に強くなるo 『鯉のぼり』 ･風に泳ぐ鯉のぼり 全曲を通してみられる付点のリズ
葉桜の季節q春の末に,からたちの 文部省唱歌 ･端午の節句 ムに力強さと躍動感が感 じられる
譜例 1『うぐいす』bar.9-12
ホウ ホウ ホ ケ キヨ ･iIl? ホ ケ キョ
譜例 2『春よ来い』bar.1-4
は る よ こい .1 や く こい
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譜例3『あわて床屋』bar.4-6
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I) TJ ' ＼J 〉 一 IJr ＼J 一一一は る - 紘 - ほ よ 一一 か - ち か わ ー ベ 一 一 一 のlJ
tJqi ･S
P
譜例4『春の小川』bar.5-8
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譜例 5『春が来た』bar.5-8
や まに き た さ とlこき た の lこ も き r:
譜例 6『鯉のぼり』baれl-4
1
い - ら -か の rL-A -と く - も ー の rJ ふ
童謡 ･唱歌にみる春の歌の旋律は,一般に素朴で
ある｡歌詞には花の開花や鳥のさえずり等が歌われ
ている｡春の歌49曲をみると,歌詞に花や鳥が歌わ
れている曲は39曲あり,内訳は花が24曲‥島が4
曲,花と鳥の組み合わせが11曲である｡ここで注目
されるのは,花の中でも多くを占めているのが桜と
梅であり‥島は多くの場合に梅と鴬という組み合わ
せのように花の開花とあわせて歌われている点であ
る｡
このように童謡 ･唱歌に花と鳥が多く歌われてい
るのは,日本が農耕を中心とした社会を営んできた
ことに関係すると考えられるQ日本では,土地ごと
の自然の変化を基準に,農業の生産暦として自然暦
3)が伝承されてきた｡生方徹夫は ｢花や息 雪,木
の芽吹き,時には星の動きさえも,自然の動きは,
われわれに時を知らせてくれた｡これらは全国一律
の暦上の期日ではなく,土地土地の気候の変化に応
じた現象であるだけに,その土地に適確な農事始め
の指標となりえた｣と述べている(生方:2002pp.194
-195)｡とりわけ田仕事のとりかかりの時期に咲く
桜は,農耕生活を営む人々に深く関わるものであっ
たといえる｡また,桜井満は桜について次のように
ほ
述べている｡｢日本人にとって花は稔りの兆である｡
その日本人は稲作を中心とした農耕生活を長く営ん
できたのであるから,稲穂の稔りの兆になる花が日
本の花の代表になる｡それは稲穂の稔りを占う ｢花
見｣の花すなわち ｢桜花｣である｡そうした日本人
の生活の歴史があって,花といえば桜という文学の
歴史も成り立つのであった｡｣(桜井 :1993p.95)
一方,梅は藤原宮の時代に中国から渡来したもの
である｡『万葉集』巻十では,雑歌と相聞が春 ･夏 ･
秋 ･冬に分類されており ｢梅に鴬｣もすでに定着し
ている｡かつては柳の芽吹きや鴬,霞,さらに竹に
鴬などが春のことぶれの景であったのに対し,梅の
渡来によって,その花が春のことぶれの花として歓
迎されたのである (桜井 :2000p.54-61)o
このような花の開花に代表される季節感が,春の
歌の生成や,それらの歌が今日まで長い間広く歌い
継がれてきたことに深く関係していると考えられる｡
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2.芸術歌曲について
芸術歌曲においても様々な春の表現がみられる｡
そこで注目されるのは,春の描写を担う中心が歌の
旋律よりもむしろピアノ伴奏 (以下,伴奏)におか
れている点である｡伴奏には,リズム,音量,和声,
調性等に様々な工夫がみられる｡一方,詩を語るよ
うに歌うことによって心情表現をしている曲もある｡
このような音楽表現は,芸術歌曲としての音楽的な
深まりに関係していると考えられる｡そこには作曲
者による歌唱表現が求められており,それらを満た
すためには,歌唱者の歌唱テクニックや伴奏者の演
奏テクニック等が必要となる｡
春を歌った芸術歌曲では,詩に歌われている情景
や心情が音楽表現と密接に関係しているものが多い｡
『春の寺』(譜例7)では,伴奏が桜が咲いている情
景の描写や鐘の音の模倣をしているOまた,例えば
『もうじき春になるだろう｣](譜例8)や 『すてきな
春に』(譜例 9)のように,春を待つ,あるいは春の
到来による心情の微妙な変化に焦点があてられたも
のがある｡一九 春を待つ気持ちや喜びとは相反す
るような心情の変化,例えば春が来たのに寂しさが
募る,あるいは春になるほどに悲しみが増す等,無
常観にもつながるようなより内面的な心情が描写さ
れた曲もある｡例えば,『たんばぽ｣](譜例 10)や『寂
しき春』(譜例 11)が挙げられる｡このような芸術
歌曲の春の表現を整理すると,大きく以下の2種にな
る｡
(1)動物の鳴き声や動き,自然現象の描写や模倣
(2)春に対する内面的心情表現,イメージ
(1) 動物の鳴き声や動き,自然環境の描写や模倣
譜例 7『春の寺』(室生犀星/酒水情)
･伴奏にみられる6連符の連続 した動きは欄漫の桜を描写している｡bar.5-6
5^ AD
tl Iつ つ く し き み て ら
山^雷一一■一一■一_F一一雷一_一一_■一_■一_■J_一一_T4_FJ_■一_■一_■一_■一_-I一I一一一一一一一l一一一I-JI--■一
■ P lll■- -^▲ 戸■FI『司rrT1■ナ1｢｢一丁｢-【｢｢■丁｢.†｢ FT｢一丁｢｢胃雫苧RR『雫苧l胃『軍軍司I.--.r.I.Lr-.I--I--p-I-IJ--.-I･r. r.-Jr.一-.rLI.-PL .
･伴奏の2分音符の音型は寺の鐘の音を模倣 している｡bar.16-19
･6.. 押 芸 もく ま 生 p _広 ;=
d 鈍 れ と か左左冒.k 与 でLなニケ
. 止 ‡ 葺 .葺 蔓 ,妄 E 妄 套
～.pA. l l 1 1 転 ^ ^ ^一
(2) 春に対する内面的心情表現イ メージ
① 春を待つ気持ちや春の到来による心情の変化が歌われたもの
譜例 8『もう直き春になるだろう｣](城左門/山田夏精)
･跳躍音程を伴って小踊 りするような動きのある旋律に,伴奏がアルペッジョでIggieromasenzaafreta
(軽く,しかし急がず)で奏される｡ 伴奏は春を待つ胸躍る気持ちを一層引き立てている｡bar.7-9
｣-92 leBg7･8,0maSenZaajf･eLta
a 坤
7_. ,nf . -=ニ -ー=モ L 言 . _く 二 一-==
ll U lJ ■
tJ I~ Y r I ' r r
も う じ き は る に な る だ ろう も う じ き は る に
~一 ､}′･B 堰 ≡癌≡蟹 ≡≡≡詑 芝垣 喜票 ≡ ≡ ≡ ≡- I- ....､■■｡■'■'■- - - ......i.
LJ▲1l●一■t -′J甲 leggieTt,i l ､ヽJ~L -i一｣
■一■■■′ 一■ ■ ■｢ ｢
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譜例 9『すてきな春に｣1(峯陽/小林秀雄)
･詩が語るように歌われ,伴奏が心の動きを表現 している｡第 9小節 目の伴奏は気持ちの急激な高ま りを
表現 している｡bar.5-9
TL
② 春の到来の喜びとは相反するような心情の変化を歌ったもの
譜例 10『たんばぽ』(三好連泊/中田書直)
･伴奏の音型 (月罰 )が,この曲にほぼ一貫 してみ られる｡中間部分では,必ず巡ってくる春と対照
させて自分の老いに対する憂いを嬰-短調-の転調によって表現 している｡
bar.1-3(主調 :嬰-長調)
AJegroJeegieroパ^ー_u早く軽快に nlP
tJ rたん ほ ほ l
t' i 一j 一i 一 i一P 亨一一i一i一ゴ一ゴ一 重訂重訂珪訂
私 も . 五九
bar.36-39(壁-短調に転調)
36′"JRP = 一一一====二二 ,
I_, - -
と し ご ヒ に 7た れ ∫-J > け L'- ち .+
6品i=≡iiiヨー-一一一 -一一一一一-一一一-1
t' 申十土一i■ゴ一才'才一P也 J■一一｣■トー.⊥一｣一.■一L こ≦ i警 箸 tq J一 一 ■ 一丁 些L_'4句蛸 事≠■J■
ト′サ ｣一七. -
譜例 11『寂 しき春』(室生犀星/情水情)
･伴奏の和声が次々と変化 し,微妙な色彩的変化が生 じている｡中でも歌詞の ｢菜種のはなは遠きかな
たの波をつくりて｣の部分では減七の和音が多用され (該当個所を] で示す),調性が非常に不安定に
なっている｡ このような和音進行が,春の訪れ とは対照的に寂 しさが増 していくとい う心情の表現を担
っている｡bar.28-39
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Ⅱ.季節進行の中で見た日本の春の位置づけ
1.気温の季節進行の特徴
図1は,北海道の札幌と中部日本の名古屋 (後者
は,九州一関東を概ね代表)における半句平均地上
気温の気候値の季節進行を,1971-2001年の平均に
ついて示したものである｡データは,気象庁編集の
sDPファイル (CD-ROM版)から,毎日の日平均気
温を抽出し半句平均したものに基づく｡より時間ス
ケールの小さな変動を取り除くために,前半旬,当
該半句,次半句の値をそれぞれ 1,2,1の重みで
平滑化して示したo札幌では名古屋よりも 5-10℃
ぐらい平均気温が低く,5月になって初めて名古屋
の3月半ば頃に気温に達するなど,その地域差は大
きい｡
しかし,半句気温の昇温量は (ここでは,前後各
3半句の平均値の変化量),名古屋と札幌ともに4月
の初め頃にピークが見られる (図は略すが,このこ
とは,九州-関東の太平洋側だけでなく,新潟など
の日本海側に地域も含めて,南西諸島域を除く日本
列島のほぼ全域で見られる)｡図2は,図1と同様な
グラフを,1993年について示したものである｡1993
年は日本列島付近で埠春先から低温偏差の傾向が続
き顕著な冷夏になった年であるが(若原･藤川,1997),
そのような年の春でも,3月下旬以降5月頃までの
間の季節的な昇温が特に大きく (より小さな時間ス
ケールでの変動は重なるが),31年平均での特徴が
個々の年でも見られることを例示している｡
一方,加藤 ･加藤(2005)は, ドイツの春の中で5
月が特別な時期として位置づけられることを論じて
いる｡図3は,そこで例示されている1992年につい
て,ドイツ南部の50.625N/9.375Eの格子点における
5日移動平均した地上気温 (℃)と,その前後各20
日で平均した値の変化量 (℃/20日)を,気象庁作
成の全球客観解析データ (以下ではGANALと呼ぶ
ことにする)に基づき計算したものである｡なお,
気温に関しては,30日移動平均の時系列も示す｡一
つの年の事例ではあるが, ドイツにおいては昇温量
が極大となる時期は5月頃にあるとい う日本との相
違点が明瞭に示されている｡
半句平均の気温と前後各3半句平均値の変化量(1971-2001)
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図 1 札幌 (太い実線)と名古屋 (太い点線)における
半句平均した地上気温T(℃)の季節進行 (1971-2001年
平均)Q下段には,本文に示す昇温量ATを示す (札幌 :
細い実線,名古屋 :細い点線)O
半句平均の気温と前後各3半句平均値の変化量 (1993)
- T(札幌) - -T(名古屋) - AT(札幌) --･一･AT(名古屋)
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図2 図 1と同様Q但し,1993年について,半句毎の
平滑化はせずに表示した｡
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(50.625N/9,375Eの格子岸.1日2回) 1992年
5日移動平均~~ -30日移動平均- 5日移動平均の変化量
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図 3 ドイツ南部の 50.625N/9.375E における5日移動
平均 した地上気温 (℃)と,その前後各 20日で平均した
値の変化量 (℃/20日)｡気温に関しては,30日移動平均
の時系列も示すC
このように,日本列島域では気温の絶対値こそ南
北差が大きいものの,4月はじめ頃の時期にほぼ全
域で共通して昇温のピークとなる点は,｢季節の大
きな変わり目｣をどう意識するかと関連して大変興
味深い｡
2.他の気象要素で見た季節の変化
よく知られているように,梅雨期には亜熱帯高気
圧域からの強い下層南風の侵入に伴って,特に西日
本では多量の降水を伴 うイベントが頻出し,梅雨期
間全体の降水量が大きい (例えば,加藤(2002)の解
説など参照)｡図4は,九州の長崎における半句降水
量,及び,各階級別日降水量イベントの総降水量-
の寄与の季節進行を,気象庁編集のSDPファイルか
ら読み出し1971-2001年で統計したものである｡例
えば, ｢omm/day 以上｣の線 は総 降水量 を,
｢50mm/day以上｣の線は日降水量 50mm以上に該
当する日のみの降水量を積算したものである｡なお,
図1と同様な平滑化を行なって表示した｡
西日本では (図3の長崎の例を参照),すでに4月
初め頃から,まとまった降水をもたらすイベントに
よる総降水量-の寄与が比較的大きくなる (梅雨最
盛期には及ばないが｡日降水量30m 以上,あるい
は,50mm以上の月による寄与の変化を参照)Oこれ
は,温帯低気圧の通過に伴って温暖多湿な空気が南
から侵入する機会が増加すること(加藤 1997)にも
関係している可能性がある｡このように4月初め頃
は,西日本などで冬の名残の消失を感 じさせるよう
な暖湿気流の流入やそれに伴 う雨の降り方の変化が
感じられる時期にあたる｡
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各階級別の降水の総降水量への寄与 長崎 (197ト2001)
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図4 長崎における半句降水量,及び,各階級別日降水
量イベン トの総降水量-の寄与の季節進行 (mm/5日)Q図
1と同様に平滑化 して表示したQ
図5は,北海道の札幌と新潟県の高田における
1971-2000年で統計した階級別積雪日数の季節変
化を示したものである (理科年表 2004年版に基づ
く)｡気候学的には,3月までは北日本の日本海側や
北陸の豪雪地帯で積雪の深い日が多いが,4月にな
るとそれらの日数が急激に減少する｡従って,北の
地方では,3月から4月にかけて気温の絶対値こそ
南側の地域に比べてかなり低いものの,積雪のよう
な,生活環境や感覚-の影響に関連した他の因子の
急激な変化がこの時期に見られる点も注目される｡
- Ocm以上 一一一ZOcm以上 - 50cm以上 一一100cm以上
????? ?? ? ? ? ?
?? ?
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月
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月
図5 札幌 と高田における階級別積雪日数の季節変化
(日/月)0 1971-2000年で統計Q理科年表 2004年版の表
に基づき作図｡
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3. 基本場としての大気循環場の変化
大和田 (1992,1994)は,毎日の地上の各気圧配
置の出現頻度の季節変化を統計し,3月上中旬には
｢冬型｣の気圧配置の出現頻度もまだ大きいが,下
旬頃からその頻度が大変小さくなることを示した｡
図6は,樺太付近の緯度にあたる50Nに沿う海面気
圧の気候値 (1961-1990年の平均)の時間経度断面
を,気象庁(1991)の月平均図を読取って作成したも
のである0120E(中国大陸東岸の経度),140E(東
京付近の経度)を細い点線で示す｡まだ3月には,
平均場のシベリア高気圧が,2月に比べるとある程
度弱いものの,それなりの強さを示す (80E-100E
付近に中心)｡しかし,4月にはすっかり弱まって,
東アジア中高緯度地域での冬を特徴づける東西の気
圧のコントラス トのパターンが完全に解消する｡こ
のような海面気圧場の季節遷移の特徴は,荊述の
1993年の例でも明瞭に認められる (図7のGANAL
に基づく3月頃と4月頃の海面気圧の平均場を参
照)｡
図 6 50N に沿 う海面気圧の気候値の時間経度断面
(hPa,196卜1990年の平均)｡120E(中国大陸東岸の経度),
140E (東京付近の経度)を細い点線で示すQ
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(b)図
図7 1993年 3月頃(3月4日12UTC-3月31日12UTC,
(a)図)と4月頃 (4月 1日00UTC-27日00URC, (b)図)
でそれぞれ平均した海面気圧 SLPの分布 (hPa)a
図8は,1993年における3月頃と4月頃における
850hPa面 (地上約 1.5km)における南風成分の平均
値の分布をGANALに基づき解析したものである｡
日本付近では,3月には平均場の北風成分が 2m/S
を越える領域 (図の-2m/S以下の領域)が本州南岸
付近まで広がっているのに対し,4月には東シナ海
域は別として北日本以北 (40N以北)に後退してい
るoなお,日々の南風成分の変動の標準偏差は 4-
6m/S程度あったので (図は略)｡北日本の南風イベ
ント時には,3月では 0-+2m/S程度であるのに対
し, 4月には+2-+4m/Sと生で見ても比較的強い南
風浸入があり得る｡
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(b)図
図8 1993年3月頃(3月4日12UTC-3月31日12UTC,
(a)図)と4月頃 (4月1日00UTC-27日00URC,(b)図)
でそれぞれ平均した 850hPa面における南風成分の分布
(也/S)00 及び正値 (南風)の等値線を実線で,負値 (北
風)を破線で示した｡
一方, 3月頃からは,インドシナ半島の下層での
急昇温に対応した循環場の変化による中国大陸南部
-の南風の侵入が始まり,華南一長江流域南部では
｢春雨｣の季節となる (Tian andYasunari1998;加藤
2004b)｡図8によれば,3月頃には日本付近では平
均場の北風が見られるものの,華南から長江流域南
部付近を中心に (20-30N/100-120E 付近)すでに下
層南風成分を持つ地域が広がっている｡
このように,日本付近では,必ずしも梅雨最盛期
-の移行の際に見られるようなステップ関数的な遷
移ではないかもしれないが,低緯度側で3月から平
均場が遷移し始めると同時に,4月になると高緯度
側で平均場のシベ リア高気圧の消失に伴 う大きな変
化が見られることが分かる｡
4.1993年春を例とした日々の天気システムとの関
逮
前節までに述べた平均場の遷移に対応した日々の
システムの傾向がどのように変化するのかを検討す
るために,1993年の3月上中旬,及び,4月中下旬
における毎日の地上天気図上の前線,低気圧中心,
高気圧中心の位置を重ねたものを図9に示す｡デー
タは,日本気象協会刊行 ｢天気図集成｣に掲載され
た毎日の午前9時 (日本標準時)の地上天気図に基
づく｡システムの強弱も含めた概略をつかむために,
低気圧は中心気圧が 100(mPa以下のもの (大きな黒
丸)とそうでないもの (小さな黒丸),高気圧は中心
気圧が 1030hPa以上のもの (大きな白丸)とそうで
ないもの (小さな白丸)に分けて表示した｡
120E 130E 140E 150E
- Front,●L(FC≦1000hfb),OH(FC≧1030hPa)
●L(PC>1000hPa), oH(PC<1030hFb)
(a)図
~一一側 lt,●L(fC≦1000flf軸,O H(fC≧1030上1ね)
●L(PC>10OOhね), oH(PC<1030hPa)
(II図
図9 1993年の3月上中旬,及び,4月中下旬におけ
る毎日の地上天気図上の前線,低気圧中心,高気圧中心の
位置を重ねたものQ地上前線の位置を実線,地上低気圧中
心を黒丸,地上高気圧中心を白丸で示す｡但し,中心気圧
PCの値に応じて丸の大きさを2段階に変えてある (本文
参照)O
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3月,4月とも,本州南岸付近では前線 ･低気圧
と高気圧 (中心気圧は1030hPa未満が主)双方とも
出現頻度が高く,大和田(1992,1994)の図に見られ
るように,それらが交互に周期的に通過 しやすいこ
とが分かる｡ しかし,3月上中旬には,大陸の高緯
度側での 1030hPa以上の比較的強い高気圧 (シベリ
ア高気圧)の出現頻度や,日本の北東海域の 1000hPa
以下の強い低気圧 (アリューシャン低気圧)の出現
頻度も高い｡このように3月頃には,既に高低気圧
の通過に伴 う天気の周期的変化の特徴も見られるが,
一方では,真冬と同様な西高東低の冬型の気圧配置
もかなりの頻度で出現し,その影響をも受けやすい
ことが分かる｡
一方,4月には,平均場からも示唆されるような
単なるシベリア高気圧の弱まりだけでなく,冬のシ
ベ リア高気圧出現域に,中心示度 1000hPa以下に発
達した低気圧が少なからぬ頻度で出現している点が
注目される｡なおこのような低気圧の発達は,中国
乾燥 ･半乾燥地域に強風をもたらし,日本付近にこ
の時期に黄砂が飛来しやすい環境をもたらしている
点にも関係しているものと考えられる｡また,吉村
(1967)は,本研究と違って地上天気図上の前線のみ
の出現頻度の解析ではあるが,今述べた地域での前
線活動が4,5月頃に変化することを指摘している｡
日本付近での気温-の影響とい う観点では,このよ
うな発達した低気圧の東進に伴い,本州南岸だけで
なく北日本でも強い南風侵入による強い暖気がイベ
ント的に浸入する機会が増加することを意味する｡
T850(℃)-一一-1-31Mar.1993-- 1127Apr.1993
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図101993年 3月頃(3月4日12UTC-3月31日12UTC,
実線)と4月頃 (4月1日00UTC-27日00URC,被線)で
それぞれ平均 した 850hPa面における気温の等値線の位置｡
12℃,0℃,-12℃の各等温線について示 した｡
もちろん,春分を過ぎると高緯度地域での晴天時
の日平均 日射量は低緯度地域に劣らないぐらい増加
を始めるので (加藤 ･加藤 2005),高緯度地域の平
均的な昇温も大きくなるであろう｡確かに,1993年
3月頃と4月頃での等温線の位置を比較した図 10
によれば,南西諸島域での等温線 (12℃を参照)の
位置の変化は小さいが,日本列島 (0℃)やその北方
(-lュ℃)での等温線は,3月から4月にかけてかな
り北進している｡しかも興味深いことに,-12℃の等
温線の北進が特に顕著なのは,上述の低気圧の前面
にあたる140Eの経度帯を中心に見られる｡従って,
この時期には,日本付近での平均場の変化に対応し
た毎日の高低気圧などの気象システムの振る舞いの
変化も大きいわけである｡
以上のように,日本付近では,高緯度側 ･低緯度
側とも3月頃から基本場が大きく変化 し始め,冬の
名残を示す気圧配置の出現が殆どなくなる4月初め
頃に対応 して,日本列島ほぼ全域にわたり様々な要
素が大きく変化するものと考えられる｡
5.気象状況の季節遷移に関するまとめと考察
本章で述べた3月から4月にかけての日本付近で
の季節の進行の特徴をまとめると,次のようになる｡
(a) 南西諸島域を除く日本付近では,南北で気温
の絶対値は大きく異なるものの,4月の初め頃を中
心に比較的急な昇温のピークがあることが分かった｡
これに対応して,西日本では比較的強い雨の寄与の
相対的増加や,豪雪地域での積雪の変化なども見ら
れた｡
(b) (a)の季節遷移は,平均場のシベ リア高気圧や
アリューシャン低気圧の弱まりだけでなく,北日本
の西方にあたるモンゴル-中国北東部付近に発達し
た低気圧が出現しやすくなる,等の変化に対応して
いた｡このことは,寒気の南下の阻害あるいは暖気
北上の促進にとって,平均場だけでなく日々の気象
システムとしても4月の方が好都合な場になること
を意味する｡
ところで,日本の唱歌では開花が歌われているも
のが多く‥島も梅や桜などの開花とあわせて歌われ
ているものが多かったことを,2章で指摘した｡特
に,九州から関東にかけて桜の開花が始まり散るま
での時期は,二十四節気でいえば ｢春分｣- ｢清明｣
にあたり,まさに本章で述べた南西諸島域を除く全
国的な昇温のピークに対応することが興味深い (気
温の絶対値は南北でかなり異なるが)｡また,桜など
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の植物の開花が農作業,とりわけ ｢田仕事のとりか
かりの時期｣としての意味をも持ちうる点と,本章
で指摘した4月初め頃の遷移が,日本周辺域での｢冬
のシステムのほぼ完全な消失｣という性格に集約さ
れる点との対応は,大変意味い深いのではないかと
考える｡但し,このような時期だから桜や他の植物
の開花が集中しやすいということなのか,あるいは,
開花期に昇温が特に大きいことに伴 う更なる心理効
果が付加されやすいことも重要なのか,については
I.小学校における学習プラン
表2に指導計画と学習指導案を示す｡
今後の検討が必要である｡
Ⅳ.気象と音楽の総合的な学習の開発に向けて
ここでは,童謡 ･唱歌および芸術歌曲にみられる
春の表現の分析 ･検討結果と,春の表現に最も関係
の深い季節進行についての考察結果をもとに,小学
校と中学校における気象と音楽を総合させた学習プ
ランの例を提示するO
表 2-1指導計画
【対象者】小学校第4学年
【題材】桜が咲く頃の気候の特徴を知ろう｡
【目標】
① 人々の気持ちや行動 ･行事と関係づけて桜が咲く頃の気候の特色を捉える｡
② 気候と文学や音楽との関わりに気づき,気候の及ぼす様々な影響に興味をもつ｡
【指導計画】(全 2時間)
(第 1時)
① 気候との関わりから,桜が咲く頃の季節行事や人々の気持ち ･行動について考える｡
② 桜が咲く頃の気候について概観する｡
(第2時)
① 春を歌った歌や俳句を取り上げ,なぜそのように歌われているのかについて気候との関わりから考
える｡
② 歌や文学と気候などの自然現象との関係について考える｡
【題材設定の理由】
気候や気象の学習には,従来行われてきたような自然科学的な目によるアプローチが欠かせない｡そ
れに加えて,気候が与える心理的影響についても見ていくことで学習がより深まるではないかと考え
る｡そこで,本題材では,生徒の体験と関連づけて季節の行事や人々の行動を取り上げ,それらが行わ
れる必要性やそれに関わる人々の気持ちについて考える活動を考えた｡学習を通して,生徒はより身近
な存在 として気候を捉え,興味をもっことができるようになるのではないだろうか｡科学的データを活
用する学習と同時に,桜を詠った歌と俳句を取り上げ,音楽や文学に表された春の現象からその背景に
ある気候に目を向ける学習活動を考えた｡
【教材について】
『さくらさくら』(日本古謡/橋本国彦編曲)は,小学校第4学年の歌唱共通教材として広く親しまれ
てきた曲である｡歌詞には,桜が咲いている情景や花に対する人々の気持ちが歌われている｡それらの
葉を通して,学習者は身近な形で桜の咲く頃の気候を捉えることができると考える0
俳句では,作者は十七音とい う短い中に様々な情景や心情を詠っている｡一方,それを読む者は詠わ
れた言葉を介して自己のイマジネーションの世界を自由に広げていくことができる｡このことから俳句
は,気候と人の気持ちや行動の関わりを捉える上で相応しい教材であると考える｡俳句にも桜が詠われ
た作品がある｡それらの作品を味わう活動を通して,生徒は桜の季節や人々の行動,思いをイメージす
ることができると考える｡ それをもとに,イメージしたものの背景にある気候について考える活動を通
して.気候に対する理解が深まることが期待されるO
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表 2-2学習指導案
(第 1時)
目標 ① 気候との関わりから,桜が咲く頃の季節行事や人々の気持ち .行動について考えるo
② 桜が咲く頃の気候について概観するo
学習活動 教師の支援 評価の観点
I.桜が咲く頃の人々の生活を思い 生活の中で どのような季節の行事や活動が 季節の行事や活動を思い浮か
浮かべるo 行われているかを,生徒の生活や体験をもとに べることができたかo
･思いついた季節の行事や人々の 考えさせ,発表させる○
活動をワークシー トに記入する○ ｢桜が咲く頃に何か行事や活動をしますか?｣
2.活動 1で挙げられた行事や行動 活動 1で生徒が挙げた内容について以下の視 行事や活動と自然環境 との関
と自然環境の関わりを考えるo 点から考えさせるo わ りについて考えることができ
･行われる場所 (戸外,屋内),人々の気持ち,自然の様子 (気温や天気,日差し,生物) たかC
3.桜が咲く頃の気候の特徴を知る 田仕事の始ま りと桜の開花の関係 を取 り上 興味をもって教師の話を聴 く
げて,気候の特徴を示すC･気温や天気 (冬や初夏とのイメージの違いも意識),日射量,植物の開花,桜前線,他 ことができたかC
4.まとめ _ ワークシー トに書いた内容を発表 させるo ワークシー トに記入すること
･今 日の学習でわかつたこと,気 それ らを整理 し,次時の活動に繋がるように ができたかo積極的に発言でき
目標 ① 春を歌った歌や俳句を取 り上げ,なぜそのように歌われているのかについて気候 との関わりから考えるo
② 歌や文学は季節と関係 していることを知るo
学習活動 教師の支援 評価の観点
1.｢さくらpさくら｣を歌うO 前時の復習として,桜の咲く頃の気候につい 積極的 に歌お うとしていた
て振 り返り,特徴を整理するo桜が咲いている情景や気候を思い浮かべなが ら ｢さくらさくら｣を歌 うように指示するo かO
2.｢さくらさくら｣の歌詞の中か 探 した言葉を発表させるQ言葉が表 している 春を表 した り,イメ一.ジさせ
ら春を表す言葉やイメージメ- ものや言葉か らイメージされ るものと気候の る言葉を探すことができたかC
ジさせる言葉を探すQ 関係について考えさせるo｢`弥生の空は'と歌われているねo空はどんな様子かな?明るい,それ とも暗い?｣｢雲かな?｣｢日差しは強いのかな?｣歌詞 に気候や季節の特徴が歌われていることを感 じ取らせるo
3.桜を詠んだ俳句を味わうo 桜を詠んだ俳句を紹介するo桜の咲いている 桜の咲いている情景や,雲や
･初桜折しも今 日はよき日なり 情景や天気をイメージさせ,音読させる○ 空の様子等,天気 をイメージし
(松尾芭蕉 :1644-1694) ｢どんな情景が浮かんできますか?桜はたくさ て作品 を味 わ うこ とがで きた
･人恋 し灯ともし頃を桜散る ん咲いてますか?空や雲は どんな様子で しょ かo
(加舎白雄 :1738-1791) う?思い浮かべながら,読んでみましょうo｣歌だけでなく俳句やその他の文学にも桜が様々に取 り上げられていることを知らせるo
4.折 り紙で桜の花を作るQ模造紙 折 り紙を使った桜の花の作 り方を教えるQ 興味をもって活動することが
に貼って満開の桜の木を作るo 手順に従って一人一つ花を作らせる○ できたかo
〔折 り方〕 あらかじめ1本の桜の幹と枝だけを大きく描
軸 尊 奇書 .いた模造紙を用意 しておくQそこに各 自で作った花を好きな場所に貼るように指示 し,満開の桜の木を作らせる○
5.まとめ ｢満開の桜ができたねoみんなでお花見をし 楽しく歌うことができたかo
･活動 4で作った桜木を見ながら ようQ｣(｢さくらさくら｣を歌 う) 進んで発言しようとしたかQ
再度 ｢さくらさくら｣を歌 うo 本時の学習活動を振 り返 りながら,気候が歌
･今 日の学習でわかったことや気 や文学 と関係 していることについてわか りや
づいたこと等をワークシー トに すく整理して話すQ
記入 し,発表するQ 生徒の発言に対 してコメン トし,学習のまとめとするC
2.中学校における学習プラン
表 3に指導計画と学習指導案を示す｡
- 50-
日本の春の季節進行と童謡 ･唱歌,芸術歌曲にみられる春の表現
表 3-1指導計画
【対象者】中学校第 1学年
【題材】季節を感 じながら表情豊かに歌おう
【目標】
① 歌の背景にある気候や風土を理解 し,それをもとに歌詞から受けるイメージを膨らませて表情豊か
に歌唱する｡
② 季節を歌った歌を味わう｡
【指導計画】(全2時間)
(第 1時)
① 歌に表されている季節の自然現象や人々の心情 ･行動を捉えて歌唱する｡
② 歌の背景にある日本の季節変化の特徴を概観する｡
(第2時)
① 季節を表す言葉を季節進行の特徴と関連させることにより,歌詞を科学的な目で捉える｡
② 歌詞から受けるイメージを膨らませて表情豊かに歌う｡
【題材設定の理由】
生徒が日頃親しんでいる歌曲の中にも季節の歌は多い｡それらの歌は,日本人がもつ季節感と密接に
関している｡季節感とは,気候や風土あるいは生活習慣等が基盤となって,そこに住む人々の生活の中
で長い時間をかけて形造られてきたものである｡しかも,日本の季節は,単純な春夏秋冬の四季の変化
というよりは,さらに細かい段階的 ･急激な遷移を伴って進行するため,季節感はかなり多彩なものと
なる｡
このことから,学習者が季節の歌を総合的に理解し歌い味わう上で,詩の背景にある気候や風土等の
理解が必要となる｡例えば,気温,降水,天気などに関わる気象システム,日照時間や花の開花,および
生物の活動の様子等を視点として科学的な目で詩の背景にあるものを見ることは,詩を理解する上での
重要な手がかりとなると考える｡また,気候が人々に与える心理的影響について知ることによって,請
から捉えられたイメージをさらに膨らませていくことも可能ではないだろうか｡そのようなイメージの
拡大は,単に楽譜に記された発想記号に従って歌うという従来比較的多く行われてきた歌唱活動とは異
なり,生徒が自分のイメージに相応 しい音の強弱や音色等を見つけ出して表現したいものを具現化する
ことにつながると考える｡このようなことから,本題材では気象と音楽を関連させた学習を設定した｡
本学習を通して,生徒の音楽的な感受と自然科学的な目が互いに補いあうことで詩の理解が深まり,秦
情豊かな歌唱が期待される｡
【教材について】
源田俊一郎編曲による 『ふるさとの四季』より8曲を抜粋 し教材 として用いる｡『ふるさとの四季』は,
『故郷』や 『春の小川』を始め,季節を歌った歌 12曲をメドレーで歌 うように編曲されたものである0
また,全 12曲を通して歌うだけでなく,その中から何曲かを抜粋して歌うこともできるように編曲され
ているD学習活動では,その中から 『春の小川』『鯉のぼりEl]『夏は来ぬcL]『我は海の子』『紅葉』『村祭』
『冬景色』『雪』をユニゾンで歌いたい｡これらの歌の旋律は平易で親しみやすく,歌詞は日本人の生活
と結びついた内容で日本の季節感を味わうことができるものである｡このことから,生徒が季節を感じ
ながら気候と歌の関係を捉えて歌うのに適した曲であると考えられる｡
表 3-2学習指導案
(第 1時)
目標 ① 歌に表 されている季節の自然現象や人々の心情 .行動を捉えて歌唱するo
② 歌の背景にある日本の季節変化の特徴を概観するo
学習活動 教師の支援 評価の観点
1.季節を歌った歌を探すQ 身近な歌の中に,季節を歌った歌がいろいろ 歌集の中か ら季節の歌を見つ
･普段授業で使用している歌集を あることに気づかせるo けることができたかo
資料 とするo 見つけた歌を発表 させ,それ らを季節 ごとに
･見つけた歌の曲名をワークシートに記入するo 整理するQ
2_季節の歌の歌詞を見て,季節 生徒が見つけた言葉を発表 させるo 季節の自然現象や人の心情 .
の自然現象や人の心情 .行動等 見つけた言葉がどのような様子を表 している 行動等を表 している言葉を探す
3.日本の季節変化を概観するo 季節の行事や生徒の日常的な生活 と関連 させ 日本の季節変化の特徴 を捉え
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4.歌詞の深く関わる気候や風土 季節の言葉が気候や風土に深 く関わっている 歌詞に関わる気候や風土につ
について理解するQ ことを理解 させるために,歌詞の背景にみ られ いて理解できたかQ
る,気温や,降水 (積雪),花の開花,日照時間, 興味をもって教師の話 を聴 く
および,それ らに関与する気象システムなどについて 具体的 説明 qこの際,比較的急激あ いは段階的な遷移を伴っ 季節進行することによる多彩な季節感も注意を喚起するo ことができたかQ
5.歌詞の背景にある気候や風土 言葉から受けるイメージだけでなく,歌詞の 季節を表す言葉に注 目して歌
を意識 して歌唱する○ 背景にある気候や風土から喚起されるイメージ うことができたかC
『春の小川』『夏は来ぬ』『紅葉』 にも着目して歌 うように指示するo
『冬景色』他 ｢楽譜に示されている発想記号だけでなく,自分のイメージしたものから音の大きさや音色を工夫して歌ってみよう｣
6.まとめ 生徒の発表を整理 し,次時の活動に繋がるよ 積極的に発言することができ
目標 ① 季節を表す言葉を季節進行の特徴と関連させることにより,歌詞を科学的な目で捉えるO
② 歌詞から受けるイメージを膨 らませて表情豊かに歌 うQ
学習活動 教師の支援 . 評価の観点
1ー 復習 として前時に歌った曲を歌 季節 を表す言葉に注 目して歌 う様に指示す 積極的 に歌お うとしていた
うQ るo かQ
2,歌詞の背景にある気候に着目 歌詞に表 された自然現象や人々の心情に注 歌詞の背景にある気候や風土
し,歌詞を理解するo 目させるO歌詞の背景にある気候や風土につい に目を向け,歌詞を理解するこ
て,季節毎に特徴を挙げて話すo とができたかo
3. 『ふるさとの四季』から抜粋 し 第 1時で注意を喚起 した点 も含めて季節の 季節の移 り変わ りを意識 し,
た 8曲を歌 うo 移 り変わりを意識 し,歌詞に相応 しい音色や強 イメージを膨 らませて,歌詞に
･歌詞,旋律,リズムを確認す るD弱等の工夫をして歌 うように指示するo 相応 しい強弱や音色を工夫 して
･8曲を 1番の歌詞でメ ドレーで ｢どんな感 じに歌 うと良い と思いますか?｣歌 うことができたかo
歌 うo ｢楽譜にある強弱等の記号だけでなく,歌詞に
･表現の工夫をするQ 表われている季節や内容に合 う大 きさや音色を考えながら歌ってみよう｣
4,まとめ ワークシー トに書いた内容を発表 させ,それ わかったことや感想をワーク
･今 日の学習でわかったことや感 らについて コメン トして,学習のまとめとす シー トに記入することができた
V.おわりに
本稿では,日本の春を取り上げて気候と音楽の関
係を検討し,その結果をもとに音楽科と理科の総合
的な学習のプランを提示した｡今後は,プランに基
づいて小学校,中学校で実践を行い,学習プランの
有効性について検証したい｡また,日本の他の季節
や世界の他の地域の季節進行 ･季節感と音楽との関
係め研究や本研究で提示したプランの有効性の吟味
などを踏まえて,総合的な学習の方法についてさら
に検討を重ねていきたい｡
本研究をもとに視点を広げ,総合的な学習につい
てさらに考察を深めたい｡一つの構想として,地理
学的社会学をふまえたアプローチを考えている｡そ
こでは,気候だけでなく歴史や地理的条件の側面を
加えて音楽を多角的捉えることで,音楽を核とした
総合的な学習が展開できるのではないだろうかと考
えている｡
また,21世紀を生きる人間にとって,地球温暖化
やそれに対する地域規模の気候変化の実情や見通し
を正しく把握して様々な行動における判断材料に活
用する能力も,｢科学的リテラシー｣の一つとして必
要である｡その際に,音楽や文学等に表現されてい
る気象 ･気候の表現を出発点にその自然科学として
の内容の理解を深めるような学習の展開は,それぞ
れの得意分野を軸として,文科系 ･芸術系のセンス
の高い児童 ･生徒 ･大学生等の視点を理系的分野も
含めて総合的に振り下げ得るであろうし,理科系の
センスの高い人たちの文系的 ･芸術的視野を広げる
効果も期待できようO今後は,音楽やその周辺分野
をも材料に加えながら自然科学としての気象を深く
理解するような学習の展開についても,検討を重ね
ていきたい｡
【謝辞】
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ステムや生活 ･芸術文化との関わりを踏まえた環境
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ついての気象学的な解析については,平成 16-18
年度科学研究費補助金(基盤研究C)｢東アジア前線
帯付近の気候 ･水循環系にみる季節進行の歪みと異
常気象に関する研究｣(代表者 :加藤内蔵進)の補助
を受けて行なった結果を一部踏まえている｡なお,
本研究で行なった計算の一部には,名古屋大学情報
連携基盤センター,及び,東京大学情報基盤センタ
ーの大型計算機システムを利用した｡また,本研究
の取りまとめの際に,岡山大学教育学部音楽教育講
座の奥忍教授から数々の貴重な御助言を頂いたこと
に深謝の意を表したい｡
【注】
1)加藤晴子 ･加藤内蔵進 :｢ドイツにおける春の気
候的位置づけと古典派,ロマン派歌曲にみられる春
の表現について一教科をこえた学習に向けて一｣岡
山大学教育学実践総合センター紀要,5,43-56,2005｡
および日本気象学会関西支部 2005年度年会口頭発
表 (2005年度関西支部講演予稿集,35-38,2005)O
2)四季を素材とした曲は,のべ 101曲｡うち 『日本
の唱歌』と 『日本童謡百曲集』の双方に掲載されて
いた曲が7曲｡なお,これらの曲数は外国民謡等の
旋律に邦人が作詞した曲を除き,邦人による作品の
みを計上したものである｡
3)定期的に見られる動植物の現象 ･行動の季節的変
化をもとに作りあげられる暦の一種｡
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Title: Seasonal transition in spring in Japan and musical expression on "spring" in children's
songs, school songs and artistic songs -A trial of joint activity of music with meteorology-
Haruko Kato (Faculty of Music, Kurashiki Sakuyo University),
Kuranoshin Kato (Faculty of Education, Okayama University)
Abstract:
In school education, many experiments on joint activities between the different special fields
have been performed. The present study is a trial of the joint research between music and
meteorology. Musical culture is reflected by the regional characteristics of natural environment
such as climate. So, it is possible to carry out the practices relating the natural environment and
the background of musical works to each other. We firstly investigated the musical expressions on
"spring" in children's songs, school songs and artistic songs in Japan. And then, the
climatological features on spring in Japan were examined with attention to the transition from
March to April. Based on our examination, we proposed study plans on joint activities of music
with meteorology in primary school and the lower secondary school.
Key words: spring season, climate and music, musical expression, seasonal variation of climate
system, joint activity of music and meteorology
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